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学童の暗調応テスト成績について

一学童の気道並びに皮膚罹患 とビタミンA-

北海道栄養短期大学教授

当別町立当別小学校薬剤師

札幌市立曙小学校養護教諭

田坂重冗

田西洋

富塚深雪

本論文の概要は昭和52年10月8日開催の第12回北海道学校保健学会の席上田坂が口演した。

まえがき

ビタミン Aといえば古典的な考えからすぐ、その欠

乏は夜盲症が頭に浮かんで〈る。

1883年のころ、網膜部の視紅とビタミン Aとの密接

な関係か明らかになり、ビタミン A欠乏時に暗調応作用

の減弱になることから、1930年ころ暗調応能の測定器

がBirch-Hischfeldによ って公開され使用されるよう

になった。一方、ビ タミン Aが欠乏すると皮府表皮の角

化、気道その他の粘膜の上皮細胞の保護作用が滅弱し、

感染性も強〈なって感冒、肺炎、麻疹などの時、 血消

ビタミン Aの不足をきたしてきている。

私は昭和48年10月20日の第 8回北海道学校保健学会

において、肝油を服用させた群とさせない群との間に

おける気道感染その他の疾患について調査したところ、

明らかに肝油服用群は少ない結果を報告した。今回は

農村の学童について成績を得たので報告したい。

調査資料と調査内容

昭和52年春から夏休みまでの間において、札幌市内

のA校を対照に選び、農村として石狩郡当別町の小学

校から無作為抽出法でT校を選び、各々50名ずつにつ

いて調査した。

まず学童の 1日の食餌内容を 1週間の間隔で2日間

を記録させ、これを栄養士に食品の成分分析をしても

らった。次に暗調応能の測定には暗調応検査器具を用

いた。これはBirch-H ischfeldの測定器を小柳氏が改

良製作された小型暗調応簡易測定機である。服用させ

ている肝油については、毎日 1錠(1錠中 V.A含晨は

2,000国際単位IU)を学校においては昼食後、家庭に

おいては夕食30分後とした。

調査成績

A. 日常摂取している食品中のピタミンAについて

一体、学童は 1日に平均どのくらいビタミン Aとし

て摂取しているかを知っておく必要があるので、農業

地域の小学校として当別町内T小学校を、また都市内

の小学校として札幌市内A小学校に対して各学校長に

調査の主旨を依頼し、同時に養護教諭にお願いし上述

のごとき方法で調査の成紺をまとめたのか•第 1 図であ

る。1975年の栄養審議会の学童栄整所要最を指数 100

で表わし、各調査表よりの分析結果の％を指数に換算

して図示化したもので、郡部と都市の学童の栄養素の

摂取最を比較してみると、ビタミン Aとしては郡部の

84に対して都市が76とやや都市のものの摂取量が少な

くなっていた。しかし、この図でみるように都市のも

のがたん白並びに脂質が所要醤を上回っているのは恐

ら〈動物性食品は十分以上摂っているが、ビタミン A

としての肝臓は余り摂っておらず、又、植物性食品と

しての有色野菜類の不足等が影響しているものと思考

される。

B. 食品中のピタミンA摂取力‘らヽみた暗調応程度の

都鄭別両校学童の比較

都市と農村の両校の対照児童の平均年令を調ぺたと
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ころ約 8オであ ったので、栄養審議会よりの答申にな

る8オぐらいのビタミン Aとしての基準鈷は1350I U 

であるから、その90%を境界にして分類してみると大

体1200I Uである。そこで第 1表のごと〈基準指数を

90以上と89以下に分類して暗調応能のテスト成紐を 3

グループにしてみると 、郡部T校で 1日平均ビタミン

A鎚を 1200I U以上摂取しているもののうち暗調応能の

良いものは61%おり、都市A校では 1日1200I U以上

摂取しているもののうちでは36% と都市ではビタミン

Aを摂取しているものの少ないことが分った。ところ

か、 1日平均1200I U以下の摂取群で6.0以上はかな

り明るい暗調応能を示しているが、その6.0以上でな

くてはバスできないものは郡部T校に45%おり、都市

第 1図 都鄭別にみた学童の 1人 1日平均摂取食餌組

成比較

たん白'i'1

＞ A V.A 

郡部T小学校(36名平均） 都市A小学校(38名平均）

第 1表 食品中のVA摂取率別と暗調応程度別を都鄭

両校の比較

ご
T(郡部） A(都市）

T+A 

人数 ％ 人数 ％ 
計

3 9以下 II 61.6 4 36.3 

4 0-5. 9 5 27 8 4 36.3 
90以上 29 

6.0以上 2 JO 6 3 27 .4 
(1200 I U↓) 

計 18 11 

3.9以下 I 11.0 2 13 4 

4 0-5.9 4 44.5 4 26.6 
89以下 24 

6 0 以上 4 44.5 ， 60 0 
(1200 I U I) 

計 ， 15 

（両校共食餌摂取アンケート回収者のうち暗調応テストを

受検しない者かいるため21名の減少を見ている。 ） 

のA校には実に60%のものがおったことは、都市では

郡部より日常のビタミン Aとしての摂取羅の低いこと

が判明した。

第2表 都鄭別両校学童（低学年）の平均 1日の摂取量

｀ 都湖l~lj 人 たん Ca 脂買 V A V B v.c 
数 白質

昭征呼,J学校
胆げ年の栄養畜 63.8 600 47.5 1350 0 75 40 
議会l/l4'均値 g mg g I_ U mg mg 

郡部r,1丼枚
36 58.6 684 

平均値
47 .0 1133 0 735 48.8 

屈市A小学校
38 70 I 624 

平均値
49.4 1023 0 734 43 2 

実際に都邸両校のビタミン Aとしての摂取龍を第 2

表にかかげたよ うに、昭和50年改定、低年令層の平均

所要覇(1日1人について）は1350I Uに対して、郡部

T校では11331Uに対して都市A校でも 1023IUという結果

になっており、恐らくバターのごとき脂肪は基準値か

それ以上摂取しているのにビタミン Aとしての価が低

くなっているのは、恐らく都市の学童はソーセージ、

ハム、ベーコン、豚肉などをかな りたべているので脂

肪と しての摂取はあるのに、 一方ピタミン Aとしては

以上の食品に含有されている率が少ないためであろう

と推察する次第である。

C. 皮膚疾患有無よりみた暗調応能の関係

低学年の学童のなかで身体検査時に気付くことは、

皮rMがかさかさ（俗に荒れ性という ）にな っていたり

さめ肌（専門用語では毛孔性苔癬）かかな りあり 、既

往にもストロフルスやあせも湿疹などできやすかった

ものがかなりの数にのぽっている。そこで学年毎に暗

調応能テストのために無作為抽出法によ って行ったな

かから前記の皮府のかさかさ、さめ肌、 湿疹のできや

やすい者だけをえ り出したとこ ろ、 第3表のごと〈 24

名しかいなかったので、対照として皮開に何の変った

症状のない27名を選んで各々暗調応能のテス ト成組の

結果をみた。湿疹などの皮府病変のあるグループ(+)

の人数が意外に期待数より少なかったか、x2検定の結
果、暗調応能の機能の低い6mm以上のものに湿疹のあ

る者か多い成納であ った。（第 3表）

つま り暗調応能機能低下は前述のように食品中のピ

タミン Aの摂 り方の少ないことと一致しているし、・ビ

タミン Aの減少ある いは欠乏に よって皮開に角化性病
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変を起しこやすい点もよ〈知られているところである。

第 3表

湿疹（既往、現）罹病有無よりみた暗調応能(T,A小）

~ 
＋ 

人数平均暗調応能 人数平均暗調応能

3 mm ↓ ， 2 7土1.7 20 2.8士0.8
4 -5 mm 6 4 3土0.4 4 4.1土1.2 

6 mm ↑ ， 7.2士2.3 3 6 2土3.6
xz検定 X2 = 8.37 

結果 n = 2 

p < 0 02 

D. 学童の風邪ひき程度と暗調応能の関係

小柳、細谷等の論説内にもピタミン Aが不足すると

呼吸器粘膜の抵抗性が低下して、そのために風邪もひ

きやすいといっている。一方風邪をひきやすい子は暗

調応能も低下している点については、 第 4表にもみら

れるように 1ヵ月に平均 1ないし 2回程度よりも 3な

いし 4回以上風邪を〈り返しひいている者の方が暗調

応能の低下が著しい成績かでていた。一度も風邪をひ

かない学甑と比較すると、なお一層差異が激しいことも

証明された次第である。

第 4表 学童の風邪ひき程度と暗調応能(T小）

1ヵ月間の平均罹患度数 例数 暗調応能

3 - 4回以上 18 6.9土1.2 

1 - 2回 7 4.7土0.8

゜
28 3.9土0.4

第 5表 6ヵ月間の肝油常用からみた風邪ひき程度

有無との有意検定結果

｀ 
＋ 

ひきやすい 2 5 

はとんどひかなし、 31 8 

xz検定値 x2 = 7 .44 
n = 1 

p < 0.01 

次に A小学校では全校生徒中、いわゆる虚弱児に対

し家庭と協力してピタミン A含有の肝油ドロ ップスを

服用させているが、服用させている学童中依然として

風邪をひきやすい者は 2名に過ぎず、肝油を服用させ

ていない者との間に明らかに 1%以下で有慈の差異を

認めた次第である。（第 5表）

そこで、小学校の学童の病気欠席の大部分か風邪ひ

きによる者ゆえ 、かかる欠席しがちな 7名について暗

調応能テストをしたと ころ、はとんどの学窟に機能低

下が見られ、その輻も広く 4.8ないし9.8で、平均値は

5.8土3.1であった。ところが、全然欠席のない健康

な学窟の39名については、 2.2ないし5.4で、平均値は

3.6土2.8という成紐で （第 6表） 、この間には明らか

な差異がみられた次第である。

第 6表 病気欠席有無と暗調応能 (A小）

~ 
あとがき

暗調応能

5.8士 3.l 

3.6土 2.8

運動の激しい学童は成長発育も盛んであり、これが

学童の体位の向上にも大き〈特徴づけられるもので、

この年代の子供が風邪をひきやす く病欠がちとか、皮

府に湿疹のできやすいような体では必ず栄養而に欠陥

かあるものと 言わざるを得ない。実際私の調1f.した結

果からも、偏食しやすい学童にピタミン Aを摂取する者

が少なく、この学童の暗調応能の機能低下がは っきり

し、 一方呼吸器や皮内の疾患のある者には暗調応能機

能の低下も認められた。かかる学童に肝油ド ロップ

（ビタミン Aでも主としてレチノール含有）を服用さ

せていると、風邪をひく割合か少な 〈、又、暗調応機

能の低下が回復する効果も期待されるか、この点につ

いては又の機会に発表したい。 （現在この点について

の統計結呆はまとめてあるか例数か少ないので観察中

のものもある。）

本報告を草するに当たリ種々暗調応能器その他多大

の御厚慈に対し感謝の意を表する。

文献

0小柳達男： II脊調応能による栄養判定

健康教育70号2頁 （昭.51. 9) 
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0田坂龍元：学簡保健とピタミン A

健康教育63号 2頁（昭.49. 3) 

0細谷恋政：ピタミ ンAと健康

健康教育72号 2頁（昭.52. 4) 

0小柳達男 ：児節J文成人の暗調応尿中硫酸、クレアチ

ニンに及ぼすビタミン、メチオニン服用

の影評

栄養と食糀27巻 5号211頁（昭.49. 7) 

健康の課題に応える米飯給食

田中道夫校長

1 . まえがき

ー地域住民と共に取り組んだ米飯給食一

川上地域はJ災業中心の山村である。昭和40年ころ 、

機械化に伴い川上地区全域を対象にti地基盤整備か行
なわれた。その結果、水田の淡作、採種が可能にな っ

た。当時、全国的にパン給食を主体とする学校給食か

行なわれるようになり、 J裳村地域におけるパン給食の

可否について、かなりの論議かあった。その結果、パ

ン給食は受け入れないことになった。この半尖から出

発して、今日における自校炊飯の米飯給食（地元の米

と野菜による ）の実現をみるに至っ た。

2 . 自校炊飯による米飯給食の経過と現状

I) 地域実態調査運動

高度経済成長政策により、川上地域においても産業

構造にかなりの変化かおこ った。1災業破かい、機業兼

業者の培大であった。この調査述動は地域あげての取

り組みであ って、川上地域の生活全般にわたるもので

およそこの調査は川上地域の現況の全ぽうを浮きはり

にすることかできた。家庭生活の変化が如実に読みと

れた。

学校はその実態から、労働教育、健康教育の課題を

京都府熊野郡久美浜町立

川上小学校給食部

かかげ、教育の再出発にふみきっ た。朝食をたべずに

登校する子ども、登校直後腹痛を訴え授業の欠課をま

ねき、朝会で貧血でたおれる子ども、総じて無気力な

子ど もが増大していた。教職員は これらを克服するた

め 「教育方針」を作り、地域と一体となって教育実践

を行なうようになった。例えば養護職員の設附、二校

時と 三校時の中間を30分休みとして、外で遊び、日光に

あたり、木のぼり、山登りを奨励した。それらは食生

活の改善を訴え、深める原動力ともな った。この運動

は今日も継承発展し、米飯給食の実施にふみ切ること

になったといえる。J農協、育友会の柏極的な米飯給食

への関心は、それらの経過からもうかかい知ることか

できる。

2) 子どもの健康と学校給食

昭和48年頃、久美浜町に栄養職員が配附された。煮

こんだものは多いが、生野菜を使うことか少なかった。

栄養分析によると、VA、VB,、VB・2、VCか不足している

ことか明らかになったので、まず）ffilhによ ってVA、Y
Cの補給を巧えた。次の段階で給食Y'lを値上げし果物

を多くつけVAだけの）H祉Iにきりかえた。だしじゃこ

を再生してカルシウムの補給を工夫した りした。

しかし、白米の米飯副食給では VB,、VB・と の克服は

どうしても困難であ った。添加物としての強化米、強

化麦を家庭で実施する努力をしたが、 一部の家庭でし
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かやれない事情もあり、結局自校炊飯の米飯給食の方

針がきま った。但しV恥は生牛乳を週 5本から 6本に

することも取りあげた。

それら細部にわたる検討決定は、育友会を含めた給

食委員会か行なっている。町内で一番安い給食'f'iで、

米と野菜の持ち込みに主たる原因かある。大食韮の改

善、米飯給食に伴う補助金を受けて進め、人件代は町

単骰で年間九十日のパートを増員している。これらの

成果は娃康の課題に向けて、地域をあげて要求し、町

当局と接渉したたまものである。

3 . 具体的な取組み

1) . 全校的な取組み（異年令集団とのかかわり）

たて割り船団て交流していって、健康と いうことを

基礎にして媒団の中で、偏食の子どもをはげまし、見

守りなから、食ぺられるようになってい〈、 1班から

14班までに分かれて、班長は班の状況を〈わし〈把握

し、健康に対する自覚を高める目標を主題に班会をも

って、いろいろな問題を討議していく 。

2) 学級の取り組み

① 教師の姿勢

担任としては、こどもは本来何でも食べることがで

きるようになるという確信をもつことが大切である。

それは、食ぺるということの紅義を理解し、何でも食

ペて健康な身体づ〈りをするという、他康の課題認識

でもある。教師はまず学校教育の中で食生活について

意識を嵩め、家庭における食生活についても自覚が高

まるように進めていかなくてはならない。

＠ 偏食の克服

偏食についていろいろいわれているが、家庭生活の

中で偏食かつ〈られたという問題がある。学校では食

ペても家では偏食か通用する。にんじん、キャベツ、

玉ねぎなどの野菜ぎらい、つぎに肉類がつづく 。時々

持参する弁当のおかず、遠足のときのおかずは手づく

りのものがす〈ない。

一年生に入学当初の子どもは生野菜がたぺられない。

牛乳ののめない子どもも時々ある。それらさまざまな

偏食の子ども も、4年生のおわり頃になるとなくなっ

てきて、 6年生では偏食か克服されてい〈 。6年生の

修学旅行のとき、 百貨店でライス付ラ ンチがでるが、

パセ リもふくめて全部残さず食べ切ってしまう 。パセ

リは毒消しになるということで食べてしまう 。偏食に

ついては保育園と十分連けいをとらないと、小学校で

の指追がかなりしんど〈なる。小学校の学後は、 6年

生の卒業のときを到達点におき、ねばり強〈、計画的

に取り組む。食事の自覚的な認識の先着であるとして

いる。食事は気持よさを感じるまでにならないといけ

なし'o

◎ 教科との関係

学校の健康の課題をうけて学級の建康の課題と方針

がつくられる。理科、家庭科、保健等の教科指森の中

で、健康と食物、調理、 i肖化、吸収、運動、エネルギ

ーなどの科学的認識を深める。教科内容の理解の過程

での困難な問題と、給食を楽しく気持よ〈たぺるよう

になる過程の困難な問題とは別問題ではないと考えて

しヽる。

例えば理科において「いも」の学習ではテン プンにつ

いて学習するわけだが、人体とのかかわりにふれ、偏食

の克服の課題を意図的に指泣するよう留意している。

家庭科では「即席ラーメン」を作る程度の力をのりこ

え、手づ くり の調理内容を自主編成している。田んぽ

で 「もち米」つく りをやり、畑で日常生活に役立つ作

物をつくり調理実習にあてる。

作った 「もち米」で、もちつき、赤飯のむしかた、

おはぎのつくり方を教え、かぱちゃ、 玉ねぎの煮こみ

の実習もふ〈めていく 。有色飲物の染色度の実験実習

をしたり、 六つの基礎食品、川上小の給食の栄養分析

を教材化して学習をすすめる。わが校では 1年生から

家庭科があるという立場にたっている。自分の健康と

栄養のバラ ンスの問題をかっちりとおさえるために教

科の側面は重要である

⑤ 情命者の不安定

牛乳をのむと、おうと、下痢、腹痛を訴えることと、

情緒とのかかわりでもと考えてみる配感が必要である。

食品か子どもの体質にあわないとか、アレルギー体質

だからという方向からだけの配慮では不十分である。

家庭においてはあまいもの、間食の与えすぎというこ

とから偏食がつくられている。にもかかわらず、親の

「あまえかし」 「きびしさ」の両面のしつけに不十分

さがあり、梢緒の不安定をひきおこし偏食の原因にな

っていることもある。そのよ うに原因をたしかめ、楽

しい気持のいい食事へと指導していきたいと 考えてい

る。

4. 今後の課題

1) 自校炊飯週2-3回の米は、年間一人当たり6升持

参することにしているため35%の補助金を受けてい
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ない。学校給食会経由でなくても、地域の農協斡旋

による米にも補助がつくように運動をする。

2) 農協扱いの米になった場合、胚芽米とか、七分づ

きの米を自校炊飯できる。VB,、VB2の添加してある

農協扱いのピタバレーを混入しているが、それを排除

して自然のかたちで取れる工夫をめざす。

（図 I)

昭和50年 1月実施
Iヵ月 1.250円
線肝油除く

基糾i.J:

熱姑： 650 Cal 

た 総 26.5 g 

合 動 11.5 g 

脂肪 18.5 g 

カルンウム 350 mg 

ピ A 1000 l U 

夕 81 0.55 mg 

ミ 82 0. 65 mg 

ン C 19. 5 mis 

（図2J 
昭和50年 6月実施
1ヵ月 1.400円
・・・・・線l!f油除〈

VA 

2410IU 
（図3〕

昭和52年 5月実施
1ヵ月 1.750円

vc 
24 .4mg 

¥

）

 

て

る

の

れ

れ

はい心

バ

、

物

上

＇
加
き

B
 

食給
＞

沿

や

.,r
し
し
｀

熱量
758Cal 

たん白質（動）

13.6g 

たん白質（動）
13.5g 

3) 自校炊飯の日（年間90日）だけパートにして、 町負

担で処理しているが正式な調理員 1名の必要は切実

な地域の要望となっている。

4) 久美浜町の給食野菜を川上の農家で担当したいと

いう要望

5) 現物持込み（米と野菜）は非農家の場合（一部だけ）

問題がある。

6) 農協との連けい。

栄蓑分析視点

（昭和50年 1月より）

1. 給食代 1250円

2. 脂肪不足

3. カルシウム 不足

4. VA、VB1、VB2かなり不足

給食保健部会で栄養のアンパランスを是正するた

め検討する。

その結果

1. 脂肪 肉、魚類をふやす

2. カルシウム 小魚、大豆、じゃこ等の献立工夫

3. VA 肝油で補っている。

VB1 食品ではとりにくいため、麦ごはんを奨

励する。

VB2 レパー、粉乳、チーズ、卵、ホーレン草

等の献立工夫

4. 給食の中味を充実させるためには値上りもやむを

得ない。1,400円になる（昭和50年 6月より）。

たん白質（動）

15.3 g 

VB, 
0.60mg 

栄妾分析視点

（昭和52年 4月より ）

1. 給食費 1750円

2. 全体的に栄養祗は良くなっている。

3. VB, 強化米の使用検討中 0.28mg→ 0 .40mgに

4. VB 2 献立の工夫を続ける 0.48mg→ 0.60mgに

5. カルシウム 4月より、週 6回牛乳を飲むように

なった。大豆入り献立も考える。

特に VB,については、完全米飯給食になることにより、

もっと向上することになる。
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|ピタミン小知識I

ピタミンの名称 ビタミンは一般に知られた語です

か、その由来はあまり知られていないようです。ビタ

ミンは栄養素であり、重要な生理作用をもつ物質で現

在約30種類ほどあ りますか、ピタ ミンの名称はVital

（生命の維持に必要な）の語に由来します。

最初に「米ぬか」から発見された抗けいれん作用を

もつ水溶性のビタミン（ピタミン81)はオリザニ ンと

命名されましたが、ほぼ同時に、このものの化学構造

がアミン(amine)に属するこ とから Vitalamine= 

Vita-amine と命名されました。 紐いてパターから

成長促進作用をもつ脂溶性のビタミ ンが発見されて

Fat-soluble Aと命名され、最初の水溶性のも のを

water-soluble Bとよび区別するようになりました。

その後、これらの名称を統一して Vitamine とし、

さらに語尾のeを除いて前記脂浴性のものをVitamin

A、水溶性のものをVitamin8とよぶことになり、こ

こに ピタミン (Vitamin)の名称が一般化し今日に至

りました。

また、発見の順にアルファベットをつけて、たとえ

ばピタミンC、ビ タミンD、ピ タミンEなどのように

命名するほか、物質名たとえばニコチン酸、葉酸、バ

ントテン酸などで命名されている ものもあります。

ピタミンの化学的名称 ピタミンの名称は生理作用

が基本になっていてビタ ミン A(以下Aと略記）、ビタ

ミン81 といえばそれぞれA、ビタミ ン81の生理作

用をもつものの意味にもなりますか、 一方、ビタミン

類は有機化合物ですから化学名のあるのは当然です。

しかし国際的に定められた組織名は緊雑で不便なので

惧用名が汎用されており、そこで国際的な通俗名 （以

下「」をつけて示す）の統一が行なわれています。こ

れについて今回はAについて述ぺてみます。

Aは、 Aの生理作用をもつものの総称でもあること

は述べましたか、カロチン類（ニンジンやカボチャな

どの色素でカロチノイドの仲間）のように、生体内で

Aに変換されて A作用を示すものはブロピタミンA

(A前駆体、 ProvitaminA) とよばれます。Aは炭

素数か20個で共役二重結合を 5個もつ構造であるC20

ボリエンアルコールを Aアルコールとよぴ、 ・網膜

(retina) 中の祝紅と関係があるので 「レチノール」

(retinal)と命名され、語尾のオールは(ol)はアル

コールを示します。

ヒトの網膜には視紅（ ロドプシン）とよぶ視覚色素

があって視覚作用に関係していますか、これは Aアル

デヒドを含んでお ります。Aアルデヒドは 「レチナー

ル」 (retinal)または 「レチナルデヒド」 (retinalde 

hyde)ともいい、語尾のアール(al)はアルデヒドを

示します。

レチナールか生体内でさらに代謝されてつくられる

A酸は、視党作用に関係しませんが成長促進作用など

をもち、 「レチノイックアシド」 (retinoicacid)と

命名されます。レチノールは代謝されてレチナールや

レチノイ ックア シドになって A作用を示すと考えられ、

これらは Aの活性体といわれます。

動物性食品や肝油に含まれる Aは大部分がレチノー

ルのエステル(retinylester)であり、主に Aパルミ

チン酸エステル (Aパルミテート、 「パルミチン酸

レチノール」） です。また、合成によ ってA酢酸エステ

テル (Aアセテート、「酢酸レチノール」）もつくられ

て用いられています。

なお、国際的統一名称にビタミンの語も残して、A

はレチノールを意味し、 Az (レチノールより 二重結

合の 1個多いもの）と区別するときA1とすること、

レチノールに対してAxerolの名称を与えることなど

も提案されています。

Aにはシス ・トランス異性体があり、それぞれ生理

作用の強さが異なりますか、最も作用の強いのは、オ

ールートランスーレチノールです。

＜河合製薬（ギ朴 学術部長 消水常ー〉
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1 . はじめに

学校教育の中では、保健についての知識、理解を深

め、態度化、実践化をねらう機会は多〈ある。しかし、

実際はなかなか児童に定豹していかない。その理由と

して、学級単位の指森のみでは、全校的な共通理解の

撤底を欠〈ことになりやすいためと思われる。

そこで、本年度は全校的な歩調の上に立って、すべ

ての学級で同じことを継続的にとりあげ、児窟の習-t~I

として身につ〈まで実践したいと考え、この主題をと

りあげた。

2 . 本校の視力の実態

視力0.9以下の児童の割合 （％）

視力管理の方法について

ー中国式目の体操を通して一

(52.4現在）

男 子 女 子

学年1112131415161切 1112131415161'1'均

-:~:112.2「I8.7「I15『I13『1231『r・r・rr9
平均

17.6 15.6 11.0 18.U 20.9 23.3 18.6 29.7 20.2 23.6 25.8 27.3 36.3 27.8 
C 

干築市の平均と 比べると、かなり良いことがわかる。

しかし、前年度よりも急に視力が低下したもの、ある

いは、メガネ焙用者の年々の培加、さらに女子か男子

の倍近〈も多いことなど何が原因だろうか。その中心

的な原因は、テレビの視聴時間の延長によるものと思

われる。子どもをとりま〈 f閑境を考えた場合、これ以

上視力の悪い子をつ〈 ってはならないと考えた。

3 . 視力の管理と指導

(1) 正しい姿勢の保ち方の指森

各学級で学習指森時に随時注謡しているが、鉦週火

千梨県千築市立山王小学校

養護教諭斉藤 美子

耀日の朝の媒会時に、それまで遊んでいた場所から自

分の朝会時の位附まで、姿勢を正 して曲に合わせて全

員が行進する。この方法により意識化を促す。

(2) 中国式目の体操の実施

(3) 辿方凝視訓純

20分休みや昼休みは児施をできるだけ外に出し、校

庭に設附した試視力表で自分の視力の概略を知るよう

にしたり、休み時間の終了時には窓側に立ち、辿くの

木や煙突を見るよう習mづけている。
(4) 視力管理カード

4月の検在で裸眼視力0.9以下の児猷に 「祝力管理

カー ド」を作成し、自分の視力について関心を持たせ、

またII艮科医へ受診する際にも使っている。

4 . 中国式目の体操の実践

(1) 実施の経過

52. 1 . 20. 新聞紙上で 「中国式目の体操」が視力,,,j
上に役立っていることを知る。

52. 2 . 28. 同体採を実施し、効果を上げている 1静岡

市立中島小学校を視察し、理論と実技の指;_,4を受け
t・ ・~o 

52. 3 . 15. 沼津ロータリークラブより同体操につい

て吹き込まれているカセットテープをいただく 。

52. 5 . 16. Ill↓科校医に相談し 、同体操実施につき了

承された。

52. 5 . 23. 職は会議で検討し、 9月から全校実施と

決定した。

52. 6 . 8. 保健委員会で具体案作成。

52. 9 . 1 . 全担任に同体操の実技純背会を開 く。

(5日間）

52. 9. 8. 校内放送を通して全校児童に指示しなが

ら錬習の機会をもつ。 (2日間）
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52. 9 . 10. 本日より、校内放送によりレコードに合

わせて実施。

52. 11. 21. 同体操につき、実施時間や方法につき職

員会議で改めて検討。

52. 12. 12. 視力検査実施。

(2) 実践の概要

3校時と 4校時の間の10分休みを「目の体操」にあ

てた。授業終了と同時に手洗いをし、 2分後に・レコー
てん

ドをかけ、それに合わして実施した。4つのツポ（天
J; うけつ せいかりつ Lはく Itつ たいよ ,Itつ

応穴、晴明穴、四白穴、太賜穴）をそれぞれ1.2. 3 ... 

8を1バターンとして 8回繰り返し押さえる。8拍X

8回つまり 64回である。終了まで6分を要する。

最初はツポの位罹がつかめず、個別指森や図で説明

したり、すでに実施している学校に問い合わせたりし

た。 1ヵ月後には高学年は理解できたようだか、低学

年では 2-3ヵ月かかった。

全校児甑が楽し＜進んで実施するよう、次のような

ことを実践した。

①伯れるまで、養護教諭か各教室を回って個別指＃し

た。 （約 1ヵ月間）。

②児童の意欲を盛り上げよ うと、 2か月後に各教室の

実践の状況を写真にとり掲示した。

③作文、感想文を経り、放送を通して紹介した り、掲

示した りした。

④保護者には「保健室だより」の特染号として、半月

に 1度ぐらい印刷物を配布。保護者会では体操を実

施させ、手技を理解させ、家庭でも継続するよう呼

ぴかけた。

⑤希望者には録音テープを貸し出し、家庭で曲にあわ

せて実施できるようにした。（すでに100人利用）

⑥冬休みは 「目の体操実行表」を配り、実施の有無を

記入させた。

⑦ 12月には全校児童の視力測定を実施し 、効果の有無

をデータにし、保護者に配布した。

(3) 実施後 3ヵ月の結果

12月 (12日より 2週間）全校児甑の視力をillll定した。

晴れた日を選び、第2.3,4校時を使った。結果は下表

のとおりである。

-12月の視力の 4月との比較一

良〈なったI同 じ に塩も拷品 I悪くなった

I I男151QAI 43.7%133.3 
条女 513 43.2 32.5 

4.5 

5 .1 

18.5 

l~.2 

一視力0.9以下の児童の割合の変化一

(4月と 12月の比較 1 -6年）

~: I~ 戸戸
一視力0.9以下の児童の視力別人数一

(1 -6年）

,Zi占0. I 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0. 7 0 8 0 9 合計

男 4月 0人 2 5 5 1 2 8 4 14 24 65 

子 12月

゜
5 4 4 5 8 3 2 11 24 66 

女 4月 2 7 11 4 6 7 19 12 38 24 130 

子 12月 1 ， 7 5 ， 8 14 11 16 22 10_2 

一視力0.9以下の児童が全体にしめる割合変化一

(5年男女の年次的推移）

(%) 

40 

30 

201 15.3 

女＋

10 ~ 男子・11.4

゜ 1 2 3 4 5 5 (年）
(4月）(4月）(4月）(4月）(4月）(12月）

一視力の大きく変動した事例一

（＋）の変動 （一）の変動

4月→12月 4月→12月

3年男 0.5,06---+0 9,0.9 2年男 10,1 2→ 0.4, 1 0 

311男 08,0.7→ I. 5, I. 5 2 II 男 1.5,1.5→ 0.6,0.5 

4 II女 0.6.0.7→1 0.1 0 311女 0.8,1.0→0 4,0.5 

4 II女 0.3,03→ 0.5,0.8 5 //女 0.7, I. 0-,0 5, 0 2 

5"女 0.5,0.4→0.9,1.0 5"女 I.5, I. 2→ 0 7 ,0 6 

5 II女 0.6,0.9---+l2,1.0 611男 1.5, l. 炉->O4,0 3 

611女 0.4,0.6-→0.8, 1.5 611女 10,1.5→ 0 3,0 5 

(4) 考察

ッポの中でも四白穴はたいへんわかりずら〈、 3か

月後でもわからない児童が多い。
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最初はもの珍しさも手伝って、どのクラスも楽しそ

うにやっていたか、 2ヵ月ごろから次第にマンネリ 化

し、やる気を失う子もでてきたので、あれこれ創意エ

夫をし、興味をもたせた。（写真、作文、おたよりボス

トの利用等）。また、担任のとり〈み方にも左右され

るらしく、関心のある教師のもとでは児童も意欲的に

楽しんでやっているようであった。

中だるみの11月に職貝会議で1日2回実施を提案し

たが見送りとなった。

12月の視力を 4月と 比較した場合、 「良くなった」

児童は平均43.5% (男子43.7%、女子43.2%)、逆に

悪くなった児童は平均18.8%(男子18.5%、女子19.2

％） であった。この結果43.5%の児童に視力向上かみ

られた。---<D
視力0.9以下の児童の割合をみた場合、 4月は平均

19.0%、12月は平均17.1%とわずかではあるか減少し

ている 。 ~

視力0.9以下の児童の数は、 4月と 12月ではとんど

かわりなく、男子65→66人、女子13()->102人であ った。

ー一逗）

5年生在学児童の 1年か ら5年までの年次的推移を、

視力0.9以下にしばってみたか、特に目立った点はな

かった。しかし、 5年の 4月と 12月を比較すると、男

子16.6→ 14.4%、女子26.0→24.0%どわずかながら

減少している。-----@

①～④の結果から、 「中国式目の体操」を継続的に

続けていけば、疲労の緩和はもちろんであるが、視力

の低下も防げるのではないかと考える。しかし、急激

に視力が悪くなった場合とか、現に0.1-0.2のような

強度の近視の場合には、早急に回復を望んでも無理で

あることがわかった。

なお、本校の結果か、静岡県の「目の体採」の実施

校と似た結果が得られたことは興味ある事実だと思う。

5 . 今後への課題

この結果は、あくまでも 3ヵ月間という 短期間での

結果であり、これのみで「中国式目の体操」について

のすべてを語れるものではない。今後もさらに続けて

客観性のある結論か得られるように努力を続けたい。

現在は各学級の相当な協力を得て実施しているが、

授業終了のチャイムと同時に目の体操へ移行するため

に学習の延長が許されない。授業のまとめをする時間

に放送が入り、学習への気持か中断される。目の体操

終了後、次の時間へのゆとりかない。等々の問題がな

いわけではない。これらの問題を解決するために、日

課時間割の変更など抜本的なことも考えねばならない。

（第一次報告 53. 2. 10) 
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第四の体操 太陽穴を押さえ目のふちをまるくこする



昭和52年度学校保健統計調査と20年前との比較
身長 (cm) 体重 (kg) 胸囲 (cm) 座高 (cm)

区 分
昭和1昭和1 U召 度禾[II昭 禾度□1 昭 度和！3昭 度禾111 昭 f度l!I II召 禾度LIi 52年度 32年度 差 52年 32年 差 52年 2年 差 52年 32年 差

幼稚図5歳 110.3 106.4 3.9 18.9 17 .4 1.5 55.8 55.0 0.8 61.5 60.8 0.7 

6歳 115.5 110.7 4.8 20.6 18.8 1.8 57.2 56.3 0.9 64.8 62.9 1.9 
小 7 121.2 116.0 5.2 23.0 20.8 2.2 59. 3 58. 2 I. I 67. 3 65. 5 1. 8 

,,,,. 子
8 126.6 121.0 5.6 25 . 7 22 . 8 2 . 9・ 61. 5 60. 1 1.4 69. 7 67. 8 I. 9 ， 131. 7 125.8 5.9 28.7 25.0 3.7 64.0 62.0 2.0 72 . 0 69 . 9 2 . 1 

男
校 10 136.5 130.1 6.4 31.6 27 .4 4.2 66.2 63.8 2.4 73.9 71. 7 2.2 
11 142.6 135.0 7.6 35. 6'30. 2 5. 4 69.0 66.0 3.0 76.5 73.6 2.9 

中 12 149.1 140.2 8.9 40.3 33.8 6.5 71.8 68.5 3.3 79.5 76.1 3.4 
"'十4 
13 156.6 146.3 10 3 46.0 38.5 7.5 75.5 71.7 3.8 83 . 2 79 . 1 4 . 1 

校
14 162.7 153.0 9.7 51.3 43.8 7.5 79.2 75.6 3.6 86.5 82.7 3.8 

幼稚園5歳 109.3 105.3 4.0 18.4 16.9 1.5 54 5 53.6 0.9 60.9 60.2 0.7 

6歳 114. 6 109. 7 4. 9 20.1 18.2 1.9 55. 8 54. 7 1. 1 64. 2 62. 5 1. 7 
小 7 120.3 115.0 5.3 22.4 20.2 2.2 57 .8 56.5 1.3 66.8 65.0 1.8 

,子"'-
8 125.9 120.1 5.8 25 . 3 22. 4 2 . 9 60 . 2 58 . 3 1. 9 69. 3 67. 4 I. 9 

女 ， 131.5 125.2 6.3 28.4 24.7 3.7 62.7 60.2 2.5 71.8 69.7 2.1 
校 10 137.7 130.2 7.5 32.0 27.4 4.6 65.7 62.5 3.2 74.6 71.9 2.7 
11 144.9 136.3 8.6 37 .2 31.3 5.9 70.0 65.8 4.2 78.2 74.8 3.4 

中 12歳 150.1 142.2 7.9 42.0 36.0 6.0 74.0 69.5 4.5 81.2 78.0 3.2 
.... 子~ 13 153.5 146.6 6.9 46.0 40.4 5.6 76.9 73.1 3.8 83.1 80,6 2.5 
校 14 155.3 149.6 5.7 48.9 44.3 4.6 79.0 76.1 2.9 84. 1 82. 5 1. 6 

昭和53年3月文部省大臣‘自房批1介統，汁諜、日本医<Ji新報No.2816(昭53.4. 15日）から作製
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